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「‾食の安全」から見た社会科授業の開発一消費者教育の視点を取り入れて－































































































「食」 本来 の姿で ある本 質的な食 に対す る認 識












見 え な い
















「食 の安全」 の問題 は基本的に個人 の選択 ・判断と行
政や企業の安全剴策 によって確保される。したがって，
生 童者（企業），消費者 は 匚食の安全」の問題や原因
































































































































（正 田彬・金 森房子 『消費者 問題を 学ぶ』 有斐閣,19 卵　 林郁緇












グロ ーバ リゼ ーショ ン期 に入 ると， 匚食」 と
匚農」の距離は一層拡大し，匚食」 の国際化が進ん


































































































































































































































































































・戦後，アメリカ の食文化が輸入された ので，米 中心








た。 それに伴って，外食や惣菜な どを利 用するこ とが
多く なった。
日本では工業が発 達するにしたがい，都市では核家族が増え， 古くからの日本 の食生活を送るこ とが難しくな







































































































































農 産物の輸入自由化政策がとられ，安い 食料が国内に大量に流入するようになり，米以 外の国内の食料生産は
衰え， 日本の食料自給率は大きく低 下した。 さらに自由貿易 が広がると，国内の農業は衰えて食料輸出国による
食の支配が進む心配があ る。こ れによって「食 の安全」に関する間題が拡大する恐れかおる。
○これからどのような対策をと
ろうとしているのでしょう。




















・食品には有機，無農薬, HACCP な どの表示が使わ
れているこ とを知る。

























































・品種改良や 「食」 の国際化で の学習を基にして発表
する。
























































































































すでに遺伝子組み換え作物は飼料用が中心ではあるがアメリカ などの国から大量に輸入 されているた め，消費
者 の不安が広かつてい る。遺伝子組み換え作物の表示 が義務化によって，消費者はある程度選択できるようにな
ったが，健康や環境への影響が問題になっているので，食料生産を増やすためだけに遺伝子組み換え作物を導入
しない方が良い。
※ 「食 の 安 全」 に 関 わ る用 語 は， 農 林 水産 省 ホ ー ムペ ー ジ 「す っ き り分 か る食 と農Ｑ ＆ Ａ」（http://ｗｗｗ.ｍａ餓gojp/syｏｋｕｎｏＪａ/indeｘ.htｍ）が 子 ど も
向 けで あ り ，簡 潔 にま とめ られ てい る ので 活用 し た い。 なお ， 授 業 資料 につ い て は拙 稿 『「食 の 安全 」 か ら見 た社 会 科授 業 の 開発 一 消 費者 教育 の
視点 を 取 り入 れ て 』兵 庫教 育 大学 修 士論 文, 2003.12 を 参考 に された い。
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３。授業モデルの成果
本稿では
，消費者教育の視点を組み込み，匚食
の安全
」に関する社会事象を個人的価値と社会的
価値の両面から捉え
，消費者としての意志決定能
力を育成する社会科授業設計を目指した
。さらに，
匚食の安全］に関わる問題に含まれる価値を危険
性と有用性の両面から捉えるためにリスク分析の
概念を取り入れることにした。
これまで学校教育の中で行われる匚食
」に関す
る指導や食農教育では実践的行動や体験活動が重
視され
，匚食の安全」に関しての科学的社会認識
形成と意志決定能力の育成について扱われること
は少なかった
。筆者は「‾食の安全」に関わ社会
科の学習内容と消費者教育の視点を生かした授業
モデルを示した
。これによって従来の実践に見ら
れたような危険性のみを強調するような授業では
なく
，経済構造の変化と「‾食の安全」との因果関
係を認識することできる授業が可能になる
。さら
に
，この授業を通して匚食」には様々 価値が内
在することに気づき
，消費者として関わるべき，
個人的選択と社会的論争の両面からの見方や考え方を育成することができると考える。
Ｖ。おわりに
現在では自ら栽培したものを自ら食べるという
営みがほとんど不可能になっている
。つまり，生
産者も「食」に関しては消費者であり，皆，消費
者なのである
。その意味において，「食の安全」
の問題に対しても
，どのような意志表示をするの
か
，生産者や企業，行政に働きかけていくのかは
消費者として重要な課題である。
このように
，食料問題は21世紀に生きる消費者
にとって
，避けて通ることができない問題である。
食品表示やインタ
ネーットなどによって「食」に
関する情報が提供されるようになると
，消費者は
消費者情報を分析し
，自ら判断すことが求めら
れる
。同時に，その判断は消費者の役割と自己責
任を伴ったものでなけでばならない
。したがって，
自分たちが消費する「食
」の実態について情報収
集し
，どのようにして安全欧を確保と食料の安定
供給を両立させていくのか考え続けることが望ま
れるのではないだろうか。
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【註】
１）近年，学校教育の中で「食」に関する指導が重要
視されてきている。文部科学省による文体学第55号
「‾『食』に関する指導の充実について」(1998)以来，
様々な答申がなされてきている。「食に関する指導の
充実のための取組体制の整備について（第二次報告）」
（2003）では
，栄養教諭の創設，専門家の指導，ティー
ムティ
チーングの活用などによって総合的な学習や
領域，給食指導を中心に行うとしている。
２）日本型食生活の乱れや農場と食卓の距離の拡大な
どが問題になり
，食料・農業・農村基本法(1999)
と食料
・農業・農村基本計画(2000),食生活指針
（2000）の中に学校教育や社会教育における農業体験
や見学等が盛り込まれたＯこれを受けて
，食を生み
出す農業体験を取り入れ
，食生活の管理と正しい知
識の習得「厂食の教育」）と食料生産に関わる農業・
農村の役割と現状の認識
・理解を図ること（「農の教
育」）を目的にして，学校と地域が一体となり進める
教育である。
３）高橋正郎『食料経済　第２版』理工学社, 1997,
pp.6-7
4）適応主義的コンシューマリズムは生活環境に適応
できる能力を育成するものであり
，醸成主義的コン
シ
ューマリズムはよりよい生活環境を形成するため
に生活の価値という視点で行政や企業に提言
・提案
する能力を育成するものである。（今井光映・中原秀
樹繼『消費者教育論』有斐閣フックス, 1994, p.3)
5）日本消費者教育学会編『学校消費者教育推進のだ
めのマニュアル』光生館, 1992, p.53
0 村上洋
一郎氏は，様々な要素のせめぎ合いの中で
匚唯一，絶対の解決かおるという考え方を断念するこ
とから出発すること
」が重要であると述べている。
今選ばれた解決が最終的なものではなく
，当面の間，
衝突が少ないと思われるものを選んで了解し合うも
のである
。三瀬勝利『遺伝子組み換え食品の「リス
ク
」』日本放送出版協会, 2001, p.246
7）吉川肇子『リスクとつきあう』有斐閣選書, 2000,
pp.214-215
